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新 入 生 を 迎 え る

学 長 里り 、 、 、 田 一 秀

Mosttrueisit,asawisemanteachesus,

that°Doubtofanysortcannotberemoved

exceptbyAction."

‐ThomasCarlyle

4月9日 の入学式 から1ケ 月経った。 この間に講義が

始 まり、新入生研修 、上級 生との接触、 さらに5月 の連

休などがあって、新入生諸君 には どうや ら学生生活の見

当がついて きたのでないか と想像す る。

ここに入学式 に際 して述べ たところの大要を再録して、

改めて新入 生歓迎の意を表 したい。

第10回 の新入生 として120名 の諸君 を迎 えたことは、

われわれ教職員 にとって まことに喜びにた えないところ

である。 これから6年 間 にわたって履習課程が展 開され

ているが、6年 間は決 っして短 い期 間で はない。本 日の

初 心を杢業を迎 える日まで保 ち、履習 目的 を達成 される

よ う心 から願 っている。

学習 目標 は課程修 了の時 点で、先輩達 に加わ り初心者

として、直ちに医の実践活動 に入 ることが出来るよ う自

らを養 うことであ る。諸君をまっている医の実践活動は

広 く深 く、一生 をかけて学び続 けるに値す る、す ばらし

い世 界である。

大学は諸君 と、一人前の人格 として対応 したいと考 え

ている。新入生諸君 は成人式前の人が多いのではあるが、

医学生 として自己形成 に励 むので あるから、年令 に拘 ら

ず、 自分で判断 し、自分で 自分の学び方 を創 って行 かね

ばならないのであ る。

医学校の履習形式 が単位 制で なく時 間制 を主に してお

り、専門課 目では全科必修 であること、本学では単科医

科大学の特徴 を活か して、一般教育 と専門教育 とを有機

的 に結ぶ6年 間 を一貫 した医学教育 を行 う様配慮 されて

いる点な どの特色 にっ いては、すで に承知 された ことで

あろ う。

さらに大切 な特色 は病院 における臨床実習のあ ること

で ある。実習病院 として大学附属病院 と市中の関連教育

病院 とが用意されているが、何 れにしても、病院は患者

さんが不安 と恐怖 とをもって相談 にこられるところであ

り、決 して学生諸君のため にあるのではない。学生諸君

は許 されて病院に於 ける診療の実際 に立会 い、医師をは

じめ とす る診療チーム と、医療を求め る患者 さん とが、

どん な関係 にあるかを観察 し、許 された範囲内で業務に

参加 し、医師 となった時 に直 ちに責任あ る行動 をとれる

よ うに修業す るので ある。工事現場や農場での実習 とは

根 本的 に こ とな る もので あ る。 そ こで は医 学 の理 論 だ け

で は対 応 で きな い病 め る現 実 の人 が助 け を求 めて い る。

す べ ての 病 者 に対 して、 自分 の肉 身 に対す る と同 じ様 に

和 らい だや さ しい心 を もっ て 接 す る場 所 で あ る こ と を

是 非心 得 て い て ほ しいの で あ る。

医学 の 父 ヒポ ク ラテ スの 言葉 に 「生 命は短 く、術 は永

遠 で あ る。 正 しい機 会 は刻 々 に移 り、 試 には惑 い多 く、

判断 は むず か しい。 お よ そ医師 は単 に必要 な る学 習 だ け

で 事足 りるもので はない。その 目的 達成 には病 人 その も の

と、 その環 境 と並 び に外 界 とに 考慮 を払 うこ とが必要 で

あ る」 とい うの があ.る。 これ は その後 二 千 数 百年 経 っ て

著 し く医 学 の 内容 が豊 富 に なっ て現 在 で も真 実で あ る。

医学 が人 の 生命 活動 に関 す る抱 括 的 な学 問 で あ り、医

を職業 とす る人 は単 に個 々 の 専門 に閉 じこ も るこ とな く

人 問 を全 体 か ら見 るこ と、 人 間 を愛 す るこ との大 切 さを

銘 記 して ほ しい と思 う。

師 ・同 輩 ・先 輩 ・後 輩 の 交 りを深 め 、各 種 の課 外 活動

等 にも参 加 し、す べ て に好 奇 心 を働 かせ、 心 と体 とを積

極 的 に動 か して みて ほ しい。 そ こ か ら必ず 未 来 が 自 ら啓

け て くるの で あ る。

諸君 は大 学 で学 ぶ こ とを 自己 の 力 に よって獲 得 した特

権 と思 わず 、社 会 が諸君 の 働 を必要 と して い るか らで あ

る と理 解 す べ きだ と思 う。 そ こにvocation,profession

と かBerufと か知的 専 門職 とか の真 意 が あ る と思 う。 大

学 で 学 ぶ人 は 自由人 で あ る と同時 に社 会 か ら托 された使

命 を荷 う人 で もあ る。

これ か らの 在 学期 間 、医 の 本 質 を求 め て、 よ く学 び 、

よ く遊 び、元 気 に大学 生 活 を送 られるよ うに願 って」J,一人

お 一 人 の ス ター トを心 か らお祝 す る。
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驚レ

私 と 初 期 研 修

昭和33年5月 の或 る日、その 日の朝刊で国家試験合格

を確認 し、私は宮城県の小 さな町の病院へ赴任 した。今

でいう初期研修であり、以後数年間 この病院で研修生活

を送った。 この時期 に体験 した疾患のいくっかが今でも

明瞭 に思い出 されるのである。

昭和33年 といえばわが国で 日本脳炎が猛威 をふるった

年であり、小 さな町立病院 といえども伝染病棟があった

ため、10名 をこえる脳炎患者が次 々と収容 された。 高熱

と意識障害 、そして間激的 に襲って くる痙攣発作 と呼吸

停止のために、私を含めて3名 の内科医は病室か ら病室

へ と駆 けまわったが、結局生存 したのは約 半数であ り、

不思議 なことには生存例のほとんどが老人と小児であっ

た。

初めて往診 を依頼 されて診た患者 は、高熱 と筋肉痛 の

ため臥せっていた農家の青年だった。眼球結膜は高度 に

充血 してお り、腓腹筋の著 しい握痛 がみ られたので、ワ

イル病 と診断 した。この町の水田は稲刈 りの時期 になっ

て も足 がとられるほどの湿 田のためか、年々数人のワイ

ル病患者が入院 した。黄疸期 に しば しばみ られ る幻 視

(天井 に虫が這 っているとの訴 えが多かった)が 印象的

で あり、また各種臓 器が障害 され、病状 も多彩 だけに医者

の匙 加減がもの をい う疾患だった。

小児科医が不在なために小児患者 を診療する機会 も多

く、 しばしば難儀 した。4-5才 の女児が原因不明の高

熱で入院 した。著 しい自血球増 多症 から感染病巣の存 在

は確 からしいが、その部位 を確認で きず にいたところ、

頭部に腫瘤 が出現 し、そこか ら自然に排膿 して下熱した。

頭蓋骨 の骨髄 炎とい う診断だった。以来、高熱の ある小

児 をみたら骨髄炎 も考えることにした。

かっては町の健康優良児 として表彰 されたことの ある

3-4才 の男児 が、腹痛 と嘔吐のために通院 して いた。

糞便中に回虫卯をみたので駆虫 をしたところ回虫の排出

をみたが、腹痛 と嘔吐 は…向に改善 されず に入院 した。

入院後微熱がみられ、やがて頭痛 も訴 えるようになり、

軽度の項部硬 直もみ られた。髄液の性状 から結核性髄膜

炎と診断 された。 その後昏睡状態が1カ 月以上持続 した

が、懸命の治療によって快 復 した。"小 児は生 命 力が旺

盛 だから決 してあきらめず に手を尽 くすように"と の先

輩 の言葉は忘れ られない。

そのほか数々の体験が苦労せず に思い出 される。また、

病歴の取 り方、身体所見の とらえ方、患者 との対応の仕

方など、先輩 から叩 き込 まれたことは、今 もって身 にっ

建 部
古
同 明

いている。 この病院で4年 間 を過 したが、あとでふ り返

ってみると、3年 以後に体得 したことには目立 った進歩

はなく、この期 間にはむ しろ体得 した診療内容 が果 して

最善だったか を静 かに反省すべ きだったと思われた。こ

の ような反省の場 としては、反省に必要 な情報のたやす

く得 られるところ、す なわち大学が最適である。いわゆ

る初期研修の期 間としては2年 位が妥 当であると考 えて

いる。

その後 、私は大学の医局へ帰 り、以来10数 年にわた り

診療 に従事 したが、この期 間の診療体験 はたやす く思い

浮 ばないのは何故だろうか。新たな体験 に対する感受性

が次第 に低下 したためだろ うか。その理 由は さておいて、

杢後短期 間の診療体験 が、意識 はされないが、現在 まで

の私の診療生活の根底 に潜在 していたことは確 かである。

さて、本学では今春4期 生が社会へ巣立 ち、また院内

あるいは院外での杢後研修 はすで に開始 されている、杢

後研修、 とくに初期研修 にっ いての見解 は、診療科 によ

って一様 でない と思 われ るが、内科医 としては杢後 なる

べ く早い時期 に第一線の医療 を幅広 く体験す ることをす

すめたい。primarymedicalcareの 習得 はもとよ り、

内科一般 について研修す ることが、内科診療の原点であ

ると思 うからである。 また、杢後数年間の診療経験がそ

の後の診療生活 に大 きな影響 をもた らす ことを考えると、

有能な指導医の もとで、 しかも意欲的に行動 し、充実 し

た研修生活を全 うして欲 しいと念願す るものである。本

学出身者がす ばらしい指導医 として後輩 の面倒 をみ る日

の近いことを確信 して いる。

(内科学第二講座 助教授)
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*海 外 だよ り*

霧 の町 サ ン フラン シス コか ら

霧 の町 サ ン フ ラ ンシス コ に来 て 最早9カ 月 を迎 え ま し

た。 昨 年7月31日 に成 田国 際 空港 を飛 び た っ た時 の 期 待

と不 安 が入 り混 った 複雑 な気 持 を今 改 め て憶 い出 して い

る所 で す。

サ ンフ ラ ン シス コ につ い て最初 の仕 事 は 人国 手続 をす

る こ とで係 官 の 「グ ッ ドラ ック」 とい う言葉 を聞 いた時

に は さす が にほ っ と した の を憶 えて い ます 。 出迎 えのM

氏 の 車 でサ ン フ ラ ンシス コ に 向 う途 中の フ リー ウ ェ イの

広 さ をみ て 「と うと うアメ リカ に来 て しまっ た。 今 後10

カ 月は 日本 に帰 るこ とが出 来 ない」とい うことを 自分 に言

い聞 かせ た こ と を昨 日の 事 の様 に思 い出 し ます。 しか し

道 路 わ きに 見 え るこの 茶色 味 をお び た景色 は ど う した こ

とだ ろ う。 この 国 は真 夏 に も拘 らず 木 の葉 が緑 色 に な ら

な いの だ ろ うか?写 真 で 見 た あの 美 しい カ リフ ォ ルニ ァ

は ど こ にい っ たの だ ろ う?と い うの が最初 の いつ わ ら ざ

る印象 で した。私 を少 なか らず 落胆 させ た 原因 は、 この

時 期 が殆 ん ど雨 が 降 らず 、 この た め木 々が一一見枯 れ かか

っ て い る様 な感 じを受 けた こ とが後 に分 り ま した。 しか

しその 後 は冬 に なっ て も草 木 の緑 が枯 れ る こと な く成育

して お り、冬 国 に育 った私 に は新 た な驚 きで した。 持 に

私 の留 学 先 の カル フ ォルニ ア大 学 サ ンフ ラ ン シス コ校 は

日比 野 公園 の25倍 の広 さ を有す る ゴー ルデ ンゲ ー ト公 園

のす ぐそ ば に位置 してい る とい う きわめ て 恵 ま れ た環 境

に あ り、16階 の研 究 室 の窓 か らは 欝蒼 と繁 っ た森 と広 い

芝 生 、 美 しい池 を有す る この公 園 だ けで な く、 は る か遠

くには こ の町 の 象徴 と も言 うべ き金 門橋 、 また頭 をめ ぐ

らす と高層 ビ ルが 見事 に11ん だ ダ ウ ンタ ウ ンを通 して 対

岸 の オー ク ラ ン ド市 そ して そ の間 を結 ぶ ベ イブ リ ッジ を

ま さ し く絵 葉 書 の絵 の様 に見渡 す こ とが出 来 、 な る程 こ

の 町 は 本 当 に美 しい 、 多 くの ア メ リカ人 がい つ か は この

町 に住 む こ と を希望 す る気持 ちが うなづ け る気 が します。

私 の住 居 はサ ンフ ラ ンシス コ市 の す ぐ南 に接 した デー リ

ー市 にあ り、 こ こはサ ンフ ラン シス コ市以 上 に霧 の 多い

土 地 で 西側 は大 平洋 に面 して お り、 大平 洋 か ら吹 き上 げ

る風 を利 用 したハ ング ラ イ ダー が、 夕 日 を背 に して飛 ん

で い る姿 は幻 想 的 で さえあ ります 。

当大 学の 泌 尿 器科 数室 は エ ジ プ ト出身 の 有 名 な タナ ゴ

教 授 が主任 で 、 多 くの助 教授 、講 師 と レジデ ン ト、 イ ン

ター ンが働 い てい ます が、 この研 究 室 に は一 年 前 か ら ド

イツ 人、 エ ジプ ト人 医師 が研 究 に来 て お り、私 が い っ た

時 は 中国 人 、 イ ン ド人医 師 も加 わ り、研 究 助 手は ベ トナ

ム女 性 とい う布陣 で真 に国 際 的 な研 究室 で した。した がっ

て ここで 話 され る英 語 も色 々 で 、 これ を理 解 す るの は今

で も容 易で あ りませ ん。 この 中で アメ リカ 人講 師 の英 語

高 村 孝 夫
が最 も分 りづ らい と い うの は皮 肉 とい うか 、 当然 と い う

か、全 く不思 議 な現 象 で す。 いず れ に して も 当大学 の 人

の 交流 の 自 由 な こと、頻 繁 な こ とに はた だ驚 くば か りで

す。

研 究 室 の スケ ジュー ルは毎 週 月曜 日に実験の進 行状 態 、

得 られた デ ー タ に対す る評価 、 今後 の研 究 方針 につ いて

2～3時 間 に互 って 自由討 論 を行 い 、 この結 果 をふ ま え

て残 りの 日を実験 に あて る とい う こ とで 、 普段 は 午前10

時頃 か ら始 ま り、 午後5時 に は殆 ん ど終 り とい う 日本 か

らは考 え られ ない楽 な生 活で す 。 た だ この他 に大学 で は

非常 に 多彩 な講 演 が毎 日の如 く行 なわ れて お り、 当大 学

の ス タ ッフ は勿 論 の こ と、国 内 、国 外の 著 明 な研究 者の

講演 を居 な が ら に して 聞 くこ と が出 来 るの も著 しい特 徴

で あ ろ うと思 い ます。 これ らは 月2回 発fqさ れ る大学 新

聞 に詳 しくf告 され て お り、 こ れ を聞 くだ けで も大変 勉

強 に な る仕掛 け にな って い ますQ

さて アメ リカは ス ポー ツ な しには 語 れ ない と言 わ れて

い ます が、 その 中で も プロ フ ッ トボ ー ルは 最 も人 気 が集

まる スポ ー ツで 、 テ レビで も連 夜 の 如 く放 映 されて い ま

した。 その ため 見 る機 会 も多 か った ので す が 、 その ス ピ

ー ド、 重量感 、 プ レイの 多 彩 さ、緻 密 さ、 どれ を取 って

もす ば ら しいの 一語 につ き ます。 特 に昨 シー ズ ンは 当地

の 「サ ンフ ラ ン シス コ49ers」 が破 竹 の勢 で勝 ちr.り 、

アメ リカ1を 決 め るスー パ ー ボ ール に進 出 、優 勝 を遂 げ

た こ と が当地 の 最 大の 出 来 事で した 。 普段 は 全 く静 か な

周 りの 家 々 か ら、優 勝 の 瞬 間 歓声 が沸 き上 り、 多数 の 人

々 が道 路 に飛 び出 して 「WeareNo.1.〃 」と叫 びなが ら

肩 を抱 き合 って 喜 び 合 った の は勿 論 の こ と、 自動 車は旗

や の ぼ りを立て 、 ク ラク シ ョ ンを鳴 ら し続 けな が ら走 り

回 ると い う有様 で 、 サ ンフ ラ ンシ ス カ ンがい か に この瞬

間 を待 ち望 んで いた か 、痛 い程 感 ず る ことが 出 来ました。

この騒 ぎは翌 日選 手 がサ ンフ ラン シ ス コに凱 旋 した時 最

高 調 に達 しま した。 パ レー ドに は この地 始 って以 来 の 多

数 の 人 が参加 し、怪 我人 も 多数 出 る とい うお まけ まで っ

き ま した。 新 聞 はほ ぼ全 面 が この記 事 で うず ま り、 テ レ

ビニ ュ ー ス もすべ て こ の話 題 に 占領 され 、 も しこの時 に

世 界 に大 事 件 が発 生 して も片 隅 に追 い や られた ので は な

いか と思 い ます。

僅 か9カ 月 の生 活 で ア メ リ カを語 る こと は勿 論出 来 ま

せ ん 。 見事 に発 達 した フ リー ウ エ イ網 、 巨大 な シ ョッ ピ

ン グセ ンター 、規 格 外 の大 き さを誇 る 「ヨセ ミテJ、 「死

の谷」 な どの 国 立公 園 、 デ ィズ ニ ー ラ ン ドを代 表 とす る

大 遊 園地 、 その一 方 口常茶 飯 事 の様 に発 生す る暴行 、 殺

人事 件 、影 にか くれた かの 様 に見 え る人種 差 別 、難 民 、
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日本 との 経 済摩擦 、失 業 な ど、 どれ を と って も話 題 につ

き るこ とは あ りませ ん。 いず れ に して も始 め て 口本 を離

れた 、 いわ ば おの ぼ りさん の頭 には 、 これ か らも ア メ リ

カが 未知 の国 で あ る様 な気 が して な りませ ん 。

サ ンフ ラ ンシス コ にて

(泌 尿 器科 学 講座 助 教授)

昭和57年 度 入 学 式
昭 和57年 度 入 学式 は、4月9a(金)午 前10時 か ら、 体

育館 にお い て、 挙 行 され た。 今 年度 新 し く本 学 の 学 生 と

な っ た120名(内 女f学 生15名)は さ ま ざ まな期 待 を胸 に

秘 め式 に参列 し、学 長 告辞 に引 き続 き新 入 生 を代 表 して

青 木裕 之 君 が、 人学 誓 約 書 を読 み.Lげ た 。式 終 了 後 は ガ

イダ ンス の為 、講 義 室 に 向 う途 中 、待 ち うけ た在 学 生 ・

父 兄 に打呼 と紙 フ ブ キ を うけ、式 で 緊張 して いた顔 に も、

や っ と笑 み が こぼ れて い た。(学 生課)

昭和57年 度入学者名簿
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昭和57年 度運営組織
(教務委員会委員)

委 員 長

副委員長

委 員

小野寺壮吉(副 学長)

石井 兼央

笹森 秀雄 星野f介

内田 倖ar藤 沢 仁

片桐 久津 見晴彦

清水 哲 也 天羽 一 夫

米増 祐 占

(厚生補導委員会委員)

長

長

員

員

員

委

委

副

委

小野寺壮 吉(副 学長)

原田 典

美目'和 哉

小野 一幸

佐藤 利宏

竹光 義治

晴山 雅寛

黒島 蔓汎

宮岸 勉

関 口 定美

(学生課)
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パ研 引 究 惑室 ,・紹.・ 介

■ 眼 科 学講 座 ■ 高 橋 正 孝

眼科 学 講座 は 、保坂 教授 以.ド10名 の 医師 、 技 官1名 、

検査 助 手1名 で 構 成 され てい ます。 少 ない医 局 員 の な か

か ら2名 がア メ リカに留 学 して い るの で 実情 は 今 の と こ

ろあ ま り楽 な もの で は あ り ませ ん。 しか し、5年 、10年

先 の医 局 を考 え た場 合 、 それ は楽 しみ な 布石 で あ ります

か ら、小 人 数 な が ら強 い連帯 意識 に支 えられ 、 我 が医 局

は 着実 に前進 しっ っ あ ります。

外 来診 療 は 月 ・水 ・金 の みで 、70～100名 を診 察 して

お ります 。遠 方 か ら泊 りがけで 来 られ る患 者 さんが多 く、

い きおい1日 で す べ ての 検査 を済 ませ よ うとす るた め、

5時 過 ぎ まで か か るこ と もあ ります 。

病 棟 診 療、 手 術 は外 来 日の あ い間 に重 点 的 に行 います。

保坂 教授 の方 針 で 、入 局2年 目 まで は研 究 よ り も診 療 と

治 療 を覚 え る こ とに 力点 を置 い て い ます ので 、 た と えば

他 大 学で は入 局3年 を過 ぎない とや らせ て も ら えな い 白

内 障 手術 を既 に20-30も 経 験 して い るの が 当科 入 局2年

目の 医局 員で す。

診 療 設 備の 充 実 ぶ りは 最近 と くに顕 著 で 、 ア ル ゴ ン レ

ーザ ー 、硝 子 体 手術 器 具 、眼 科 超音 波 診 断 装置 、網膜 剥

離 手術 用 トラ ンス イ ル ミネ ー ター 、 ア ン ダー ウ オー ター

ジアテ ル ミー 、冷 光源 双眼 倒 像 鏡 、フォ トス リッ トラ ンプ

な ど高 価 な最 新鋭 設備 を有 して お ります 。医 局 員 は 片 寄

る こ とな くす べ て の 検 査 ・治 療 を習 熟 す るよ う義 務 づ

け られ て い るの で 、入 局2年 目 まで に手 術場 以 外 で の 診

断 ・治療 はひ と とお り こなせ る よ うに な ります 。

当科 の 研 究 面 を紹 介 します と、保 坂 教授 の屈 折 関 係 と、

私 の硝 子 体 ・網 膜 関 係 の研 究 が 主 た る もので 、 いず れ も

眼 科領 域 で は守 備 範 囲 が1、2番 目 に広 い分 野 で す 。保

坂 教授 は 自動屈 折 検査 器 の精 度 に 関す る研 究 を昨 年 の 日

本眼 光学 学 会 に続 き、 本年10月 、 サ ン フ ラ ンシ ス コで 開

か れ る国 際 眼 光学 学 会で 発 表 され ます。 硝 子 体 ・網 膜 の

方 で は、 大 学院 生 の 田 川 ・大野 両君 が種 々の 条 件 下で の

家 兎硝 子 体 の ピ ア ルロ ン酸 定量 を試 み て お り、 増 殖性 変

化 を臨 床 的 に阻 止 す る可能 性 を追 求 して お ります 。また 、

吉 田 ・古 川 両君 が世 界 の トップ レベ ル にあ るボ ス トンの

RetinaFoundationの ス タ ッフ と して硝 子 体 ・網 膜 の

臨 床 研 究 に取 り組 ん で い ます。 細 隙 灯顕 微 鏡 に よ る硝 子

体 撮 影 、 レーザ ー ドップ ラー に よ る糖 尿病 性 網膜 症 の網

膜 循 環 速 度測 定 、Fluorophotometryな ど す べ て 患者 を

相 手の 研 究 とい う恵 ま れた環 境 に あ りま す。

眼 は観 察 す る こ と自体 が難 し く、 実 習 の学 生 諸 君 に は

とっっ き に くい側 面 が あ るよ うで す 。 最低 限 必 要 な検 査

を覚 えて も ら うだ けで1週 間 の 実習 は終 わ り、 結局 よ く

見 えな か った とい う強 い 印象 を受 けて次 の科 へ 移 るの で

す が 、 そ う簡単 に見 えな いか らこ そSpecialistた り うる

の だ と考 えて欲 しいもの で す 。

この3月 末 に ボス トンか ら村 上 先 生 が帰 国 しま した し、

G

5月 か らは3名 の 入局 者 と1人 の研 究 生 を迎 え るこ とに

な って い ます 。 数 カ 月前 か ら若 い 英国 美 人 を週一一回医 局

に招 き、医 局 員 、技 師 、検 査 助 手 、秘 書 の ため に 、外国

人 に慣 れ る集 い を 開い て お ります 。希 望 者 は ど うぞ!た

だ し英 会話 の まっ た く ダ メな方 に限 り ます。

(眼 科 学 講座 助 教授)

新 入 生 研 修
今 年度 の 新入 生研 修 は4月19ki(月)・20Ei(火)の 両fl、

午後5時 か ら本 学 の 第1・2セ ミナー室 ・和室 ・一.般教

育 会議 室 で 行 わ れた 。 新入 生 諸君 が1日 も早 く豊 かな学

園 生 活 を送 れ る よ う、参 加 者相 互 の コ ミュ ニケ ー シ ョ ン

を図 る こ と を目的 と して 、 教 官 と共 に 自己紹 介 及 び懇談

会 を通 じて 、親 睦 を深 めて い た。

(学 生課)

＼
饗 幽 '

…n_%

fｬ

昭和57年 度の主な年間行事
今年度の主 な年間行事は次の とおりです。なお7月 に

行われる第29回 北海道地区大学体育大会は、本学が当番

校 となり参加大学は、道内38大 学、43単 位大学、競技種

目は男子13種 目、 女子8種 目です。

本学 の体育施設及び、市内の 各体育施設で行 われます

ので学生の協 力をお願い します。

4月9日

19日 一一20口

6月17日 一一20日

7月16日 一19日

9月8日

22日
u月

■0日28日 ～12日

2月2日

3月25日

第10回 入学式

新入 生研修

第8回 大学祭

第29回 北海道地区大学体育大会

体育大 会

解剖慰霊式

新入 生研修(水 ・土・日は除 く)

第1学 年 スキー遠足

第5回 卒業式(学 生課)

課 外 活 動 短 信
東 日本医科学生総合体育大会(冬 季)

総合 男 子(準 優勝)

(男 子 〉

滑降1位 岸(2年)

回転1位 〃

15km3位 石 原(3年)

8km1位 〃

リレー2位 有吉・伊 藤・石 原・西 川

女子(優 勝)

(女 子)

回転3位 浜 口(5年)

大回転1位 〃

5kml位 赤 平(4年)

3km2位 ク

(学 生 課)



学 内 規 程
旭川医科大学体育施設使用規程

体 育施 設の適 正な使 用を図 るため、昭和57年3月12日 付 け

で、体育施 設使用規程 が制定 されま した。今後、体育施設の

使 用は、この規程 に基づ くこ とにな ります。

旭川医科大学屋外運動場体育管理施設合宿研修所使 用規

程の一部改正する規程

この規程 は、名称の簡略 化を図 るため所 要の改正 を行 った

もので あ ります。

旭川 医科 大学体育施設使用規程(昭 和57年3月12日 旭

医大達 第1号)

(趣 旨)

第1条 この規程は、旭川医科大学(以 ド 「本学」 とい う。)

の体育施 設の使用 につ いて必要 な事項 を定め る。

(定 義)

第2条 この規程において体育施設 とは、次の各号 に掲 げ る

もの をい う。
一.体 育館

二.弓 道場

三.陸 卜競技場(サ ッカー ・ラグビー場 を含 む。)

四.野 球場

五.テ ニスコー ト

(用 途)

第3条 体育施 設は、次の各号 に掲 げる用途 に使 用す る。

体育授 業

=.学 生の課外体育活動

{.職 員の体育活動

四,本 学の行 事

五.そ の他学長が特 に必要 と認めた もの。

(使用資格)

第4条 体育施 設を使 用で きる者 は、本 学の学生、職員 その

他学 長が特 に許 可 した者 とする。

(使用で きる日及び時間)

第5条 体育施 設を使 用で きる日及 び時 間は、次 の各号 に定

めるとお りとする。 ただ し、学長 が特 に必要 と認 めた場合

は、この 限 りで ない。
一.使 用で きる日は、月曜 目から土曜 日まで とす る。

ただ し、祝祭 日等の休 日(12月29日 か ら翌 年1月3

日までの期間 を含 む。)を 除 く。

二.使 用で きる時間 は、 午前8時30分 から午後7時 まで

とす る。

三.前 号の規定 にかかわらず、体育団体 がクラブ活動 と

して体育施設 を使用す るときは、 午後5時(土 曜 日

にあっては午後1時)か ら午後7時 まで とす る。

(使用手続)

第6条 体育施設 を使用 しよ うとす る者 は、原則 と して、使

用 しよ うとす る日の3日 前 まで に、別 に定め る使用願 を学

生課 に提 出 し、学長の許可 を受 けなければならなし㌔ ただ

し、昼休み時間の使用 に係 る手続 きは、弓道場 を除 き不要

とす る。

前項本文の規定 にかか わらず、体育団体 がクラブ活動 と

して体育施 設 を使用 しよ うとす る場 合は、学期の始 まる前

にあ らか じめ、その期間の体育施 設使用計画書 を学 生課に

提出 し、学長の許可 を受 けなければ ならない。

(遵守事項)

第7条 体 育施 設 を使用す る者(以 ド 「使 用者」という。)!:k、

次の各号 に掲 げる事項 を遵守 しなければ ならない。

四

五

六.

七.

八.

九

十

L

火災予防 に留意す ること。

設備、備品等 を破損 又は滅 失 しない こと。

使 用 許 可時 間 を守 る こ と。

許可 された 目的以外の使 用及び転 貸は しない こと,,

体育活動 を行 う場合 は、各施 設に適 した運動靴 を履

くこと。

喫煙は、所定の場所で行 うこ と。

使用中止の ときは、速 やかに届 け出 ること。

車両の乗 り入 れ等、施 設を損傷 す る行為は しないこ

と。

使用前後 は、常 に施設 の整 備を行 うこと。

同一施 設 を共同で使用す る場合 は、体育活動 による

相互の危険防止 に努 めること。

その他管理者の指示 に従 うこと。

(体育用具の貸 出 し)

第8条 体育施 設 において使用す るための体育用具の貸出 し

を希望す る者は、別 に定め るところによ り、必要 な手続 き

をとらなければ ならない。

(許可の取消 し)

第9条 体育施 設の使用 を許可 した後 、本学の行事等のた め

体育施 設 を使用す る必要 が生 じた場合 は、学長は、すで に

与 えた使用許 可 を取 り消す ことがで きる。

(罰 則 〉

第10条 第7条 の規定 に違反 した場合 は、使 用許可 を取 り消

し、又は以後の使用 を許可 しないことがあ る。

(損害賠 償)

第11条 使用者が、施設等 を損傷 又は滅失 した場 合は、その

損害 を賠償 しなければな らない。ただ し、事情 によっては、

その額 を減免す ることがある。

(雑 則)

第12条 この規程 に定め るものの ほか、体育施 設の管理運 営

に関 し必要 な事項 は、学長 が別 に定める。

附 則

この規程は、昭和57年4月1日 か ら施 行す る。

二.次 に掲げ る規程 は、廃止す る。

一・旭川医科大学体育館使 用規 程

(昭和50年 旭 医大達第15号)

二.旭 川医科大学屋外体育施 設使用規 程

(昭和51年 旭医大達第22号)

旭川医科大学屋外運動場体育管理施設合宿研修所使用規程

の一部を改正する規程(昭和57年3月12日 旭医大達第2号)

旭 川医科大 学屋 外運 動場 体育管理施設合宿研修 所使用規程

(昭和53年 旭医大達第3号 〉の一部 を次の よ うに改正 する。

題名 を次の よ うに改 める。

旭川医科大学体育管理施 設合宿研 修所使用規程

第1条 中 「旭川医科大学屋 外運 動場 体育管理施設」 を 「旭 川

医科大学体育管理施設」 に改め る。

附 則

この規程は、昭和57年4月1日 か ら施 行す る。
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第4回 卒業式
3目25日 〔木}午前10時30分 か ら、 本学 体育 館 にお

いて 、 第4回 卒 業証 書 授 与式 が挙 行 され ま した。 父 兄 、

教 職 員 の祝福 の 中で 、 卒 業生98名(内 女 子 学 生4名)

は、 感慨 無 量 の 面持 ちで 、1人1人 学 長 か ら卒 業証 書 を

手渡 され ま した 。式 終 了 後 は 、本 学 食堂で 祝 賀 会 が和 や

かな雰開 気 の う ちに行 われ 卒業 生 に とって 大 学 生活 最後

の1日 が終 り ま した。(学 生 課) 騨 麟 獲

・勢

7

㌦

蔑

醗
〆
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礫燃環燃楽繍 燃燃一:XX-一 襯繍 襯一

葱 糾
"石 も 磨 け ば"

天 羽 夫

箆喬の玉 と呼 ばれる輩翠は中国では古 くから珍 重され、

台北の故宮博物館 ではその集成をみ ることがで きる。蒲

翠 は中国では産出されず、多 くはビルマのチ ン ドウ ィン

川上流で産出 したもの が雲南 省を経て輪入されたととも

に、現在のウ イグル自治区のホータンからシル クロー ド

を通 って移人 されたもの と思 われる。中国 人の玉に対す

る執着は西洋人の宝石嗜好 に似てい るが、本邦では石へ

の興味 は現在はともあれ古代 はもう少 し違 った形 が持た

れていたようだ。室町時 代の茶事の流 行にともない盆 石

を愛玩す ることも盛んにな り、翫賞者 の増加につれて流

派 が分立 した。 その糊 激は自然石を配 し、石 自体の珍奇

を賞 した もので、盆の中に自然の風景 を愛でるとい う箱

庭 的なものであ り、一一一部は現 在にも何等 かの形で引 き継

がれている。

先日の新聞で小宅 の近 くの 先住 民族の遺跡で 多数の黒

曜石の石斧、石鍛 などが発堀 されたことを読 んだ。石器

時 代の先住 民はこれで 木を削 って住居 を作 り、獣を追 い、

鮭 を捕へていた に違 いない。 この黒曜石は北 海道では十

勝 石と呼 ばれるもので十勝岳 にしか産生せず 、本道での

黒曜石の分布は天塩、網走か ら遠 く道南の地 にまでみら

れ、先住 民の交易が広 く行われたことが知 られる。この

黒曜 石は石英安山岩で叩 くと容 易に貝殻状 新面 が出来て

鋭 利な刃が作れ るので珍重 されたものであろ う。

石は日本で も地 方によって特色 があり、北海道の神居

古潭 石、讃岐 にはサヌカイ ト・サ ヌカイ トと呼ばれる破

F"%古 銅輝 石安山岩 は俗 にかんかん石 と呼 ばれて白峯山

に産 し、叩 くとカンガンと快 い金属音 を発す るのが名前

の由来で、屋島の頂上や金刀比羅宮の土産店で安価 に入

手で きる。阿波は結晶片岩系の層 をは じめとして古世代

層か ら近世代層までの12層 が走 り、剣 山山系や阿南市の

リアス式海岸 を形 成 し、梅林石、阿波五色石、碧代石、

阿波赤玉石、眉山輩翠、虎石、阿波青石などの名石 とい

われるものが産出する。昭和37年 頃、私が四国鉄道病 院

に暫次勤務 していた頃 に名石ブームが到来 して、老い も

若 きも名石探 しに夢 中になった時 代があった。病院でも

御 多分に漏れず ファイ トのある若 い技師 さん達は日曜 に

な る と山 川 を走 り回 って これぞ と云 う石 を拾 って くる。

休 憩 室 は忽 ち奇 岩怪 石 で埋 ま り、 午後 暇 に な る と グラ イ

ン ダー がAuり だ す。 鑑 賞 に堪 える石 を作 るのは大仕 事で、

拾 って きた石 は 表 面 が風 化 して いるので 地肌 は判 らなし㌔

そ こで グ ラ イ ン ダーで 風 化部 分 を削 り落す わけ た が、 こ

の段 階で 大 部分 は花 壇 の縁 石 とな って 了 う。 休 憩室 は ま

るで 石屋 の仕 事場 で 騒音 と埃 りで 方 々 か ら お叱 りを受 け

た が 、 さま にな る もの を持 参 して 口封 じを して ゴう。 荒

削 り して もの に な りそ うな もの は、 さ らに整形 し、針 を

束 ね た竹 晶針 干 本 と云 うもの を使 って磨 き 上げ 、前 後 に

は 水 ペー パ ーで 仕 上 げ を して、 石 の芯 ともい.)べ きもの を

鑑 賞 石 に しよ うとい うもの で あ る。書 けば簡 単 で あ る が、

何 しろ相 手 が石 塊 の こ とで もあ るの で、 良 い もの を つ

仕 上 げ るの に1カ 月 は かか って い た。 私 も つ と思 い勝

浦川 上 流 で 小 さい梅 林 石 を拾 って きた。 阿 波梅 林 石 は黒

色 の ア ラゴ ナ イ トに紅 自の 石灰 岩 が散 在 し、梅 林 の 景色

を思 わせ る もの で 、梅 の幹 と花 との取 り合 わせ が 良 く、

そ こ に鶯の 居 るよ うな状 景 な らい うこ とな しに 名石の 名

をほ しい ま まにす る こ とがで きる と い うもの で あ る。 」量1

速 仕 土 に取 りか か った が 、 グ ライ ンダー も そ う簡 単 に素

人 の 手に負 える もの で は な い。 手 に擦 り傷 を こ し らえな

が ら、漸 く 白い斑 点 が見 え出 した と ころでgiveup、

い ま だ に書 斉 の片 隅 で芯 の 出 る[を 待 って い る。 も う 一

つ は虎 石 で これ は真 光町 の 畑 の 眞中 に巨 大 な露 出岩 があ

っ て、 これ を適 当 に欠 いて くるの だ が 、軟 か いの で 細1二

し易 い。 これ だ けは まあ まあ の出 来 で今 も文 鎭代 り にな

っ て い る。

私 は石 は医 師 に通 じまた 意志 に も通 ず る と思 ってい る。

玉 、 宝 石 、貴 石、 名 石 も本 を ただ せ ば、 そ こ ら あた りに

転 が って い る石 と 全 く変 らな い。 石 の本 質 を見抜 き、形

を整 へ 、磨 き上 げ て は じめ て鑑 賞 に堪 へ るの は、恰 度医

学 部 に新入 生 が入 っ て きて磨 かれ 、 その芯 が 出て きて は

じめ て 医師 と して独 立 す るの と同 じよ うに思 う。 教育 は

風 化 され、 苔 によ ご され た 表面 を除 いて 内部 の 輝 い た素

質 を引 き出 し磨 き上 げ るこ とで あ ろ う。 しか し教 官 も機

械 で は な く人 間で あ って 、 表面 を削 り落 とせ ない場 合 も

多い 。 新 しく医学 部 に入 っ た諸君 は 自分で も殻 を破 っ て

自 らの芯 を 出 して欲 しい と願 って止 ま ない。

(放 射 線 医 学講 座 教授)
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